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Scheme 2. Strategy of this work. 
 
 








































検討の結果、2 位と 2’位にアルキンと α-ケトエステルを有するビアリール 1 を基質として設計し、触
媒量のホスファゼン塩基 P2-tBu存在下、亜リン酸ジイソプロピル(2)を作用させることで多置換フェナン

















 第 4章 ブレンステッド塩基によるホモエノラート等価体の触媒的な発生法の開発 
 





























 第 5章 [1,2]-Phospha-Brook転位を利用した新たな触媒反応系の開発 
 





























 第 6章 結論 
 
「[1,2]-Phospha-Brook転位による触媒的な炭素アニオンの発生を鍵とした炭素-炭素結合生成反応の開
発」と題した本博士研究では、ブレンステッド塩基触媒による求核付加反応を利用した新たな分子変換
反応の開発を目的とし、酸性度の低い化合物のアニオン種の利用に焦点を当てた反応開発を行った。そ
して、アニオン変換プロセスとして[1,2]-Phospha-Brook 転位を用いることで、直接的にブレンステッド塩
基触媒反応系へ適用することの困難なエノラートやホモエノラート等価体の発生と、それを利用した求
核付加反応の開発に成功した。さらに、本手法はブレンステッド塩基触媒反応への適用のみならず、触
媒的な芳香族求核置換反応への適用も可能であることを明らかとした。 
本博士論文の成果は、「適切なアニオン変換プロセスを設計することで、これまで適用困難とされた炭
素アニオンをブレンステッド塩基触媒反応系における求核剤として利用することができる」ということ
を示すものである。したがって、本研究により、ブレンステッド塩基触媒反応に適用可能な求核剤を拡
充し、これまでの手法では困難とされた分子変換を実現可能にする新たな方法論を示すことができたと
考えている。今後、本研究の知見が活かされ、[1,2]-Phospha-Brook転位に限らず、様々な求核剤の発生法
を利用した新たな触媒反応が開発されることを期待する。 
 
